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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなか、緩やかな回復基調で推移してき

ましたが、景気の先行きは、新興国経済の減速などによる海外経済の不確実性により、不透明感が続く状況となっ

ています。 

当業界におきましては、政府建設投資が前年度を上回る環境のなか、民間の建設投資も企業の収益回復により緩

やかな増加傾向が続きましたが、人手不足による労務単価や円安・原油高による建設資機材価格は高止まりの状況

が続きました。 

このような状況の中、当社は顧客密着型の営業活動と市場動向を見据えた営業活動を展開してまいりました結

果、売上高は233億70百万円（対前年同期比1.4％増）となりました。 

また、利益面では継続的に推進している施工管理・施工方法の改善による資材コストの圧縮等の工事原価低減活

動により、営業利益は４億89百万円（対前年同期比88.9％増）、経常利益は５億41百万円（対前年同期比80.8％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億50百万円（対前年同期比128.9％増）となり前年同期をいずれも

大きく上回りました。 

セグメント別の業績は、次のとおりです。 

①電気設備工事事業 

電気設備工事事業では、技術提案活動を徹底するとともに採算性を重視する営業活動を実施し、完成工事高は

171億36百万円（対前年同期比1.0％増）と前年を上回りましたが、受注工事高は181億16百万円（対前年同期比

6.2％減）となりました。 

②商品販売事業 

商品販売事業では、主力の冷熱住設品が堅調に推移した結果、商品売上高は概ね前年同期並みの62億34百万円

（対前年同期比2.6％増）となりました。 

（２）連結財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、237億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ、25億53百万

円減少いたしました。負債は、106億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ、25億68百万円減少いたしまし

た。また、純資産は、130億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ、14百万円増加いたしました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年10月31日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。 

なお、当社グループの主たる事業分野である電気設備工事事業においては、契約により第１四半期連結会計期

間、第２四半期連結会計期間、第３四半期連結会計期間に比べ、第４四半期連結会計期間に工事の完成引渡しを行

う割合が大きいことから、完成工事高が第４四半期連結会計期間に増加する傾向があるため、業績に季節的変動が

あります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

これによると著しく合理性を欠く結果となる場合には「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規

定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項(法定実効税率を使用する方法)に準じ

て計算しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（３）追加情報 

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用) 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,832 1,351 

受取手形・完成工事未収入金等 13,301 11,993 

未成工事支出金 159 357 

商品 246 283 

短期貸付金 3,611 2,924 

繰延税金資産 311 311 

その他 584 560 

貸倒引当金 △6 △6 

流動資産合計 20,041 17,776 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 1,110 1,007 

土地 947 932 

その他（純額） 61 62 

有形固定資産合計 2,120 2,002 

無形固定資産 64 81 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,298 1,296 

長期貸付金 500 300 

退職給付に係る資産 1,701 1,719 

繰延税金資産 103 107 

その他 481 471 

貸倒引当金 △50 △47 

投資その他の資産合計 4,034 3,846 

固定資産合計 6,219 5,930 

資産合計 26,261 23,707 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 8,628 7,062 

短期借入金 750 819 

未払法人税等 478 52 

未成工事受入金 552 469 

賞与引当金 479 244 

完成工事補償引当金 2 2 

工事損失引当金 318 113 

その他 796 613 

流動負債合計 12,005 9,376 

固定負債    

退職給付に係る負債 881 944 

役員退職慰労引当金 165 173 

その他 214 204 

固定負債合計 1,261 1,321 

負債合計 13,266 10,698 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,520 1,520 

資本剰余金 1,070 1,070 

利益剰余金 10,103 10,311 

自己株式 △49 △51 

株主資本合計 12,644 12,850 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 93 93 

為替換算調整勘定 239 88 

退職給付に係る調整累計額 △49 △58 

その他の包括利益累計額合計 283 123 

非支配株主持分 66 35 

純資産合計 12,994 13,009 

負債純資産合計 26,261 23,707 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高    

完成工事高 16,966 17,136 

商品売上高 6,076 6,234 

売上高合計 23,042 23,370 

売上原価    

完成工事原価 14,666 14,567 

商品売上原価 5,178 5,341 

売上原価合計 19,844 19,909 

売上総利益    

完成工事総利益 2,300 2,569 

商品売上総利益 897 892 

売上総利益合計 3,198 3,461 

販売費及び一般管理費 2,939 2,972 

営業利益 259 489 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 18 18 

受取家賃 86 76 

その他 10 27 

営業外収益合計 124 131 

営業外費用    

支払利息 13 12 

売上割引 28 26 

賃貸費用 36 32 

その他 6 7 

営業外費用合計 84 79 

経常利益 299 541 

税金等調整前四半期純利益 299 541 

法人税等 164 222 

四半期純利益 134 318 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18 △31 

親会社株主に帰属する四半期純利益 152 350 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 134 318 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 16 0 

為替換算調整勘定 △44 △151 

退職給付に係る調整額 △36 △9 

その他の包括利益合計 △64 △160 

四半期包括利益 70 158 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 88 189 

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 △31 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

４．補足情報

受注及び販売の状況

連結受注高実績

種類別受注実績内訳

  平成28年３月期 平成29年３月期 
増減 

  第３四半期連結累計期間 第３四半期連結累計期間 

  金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 

  (百万円) (％) (百万円) (％) (百万円) (％) 

屋 内 線 工 事 16,178 63.7 15,143 62.2 △1,035 △6.4 

そ の 他 工 事 3,142 12.4 2,973 12.2 △169 △5.4 

工 事 部 門 計 19,321 76.1 18,116 74.4 △1,204 △6.2 

商 品 販 売 6,076 23.9 6,234 25.6 158 2.6 

合    計 25,397 100.0 24,351 100.0 △1,046 △4.1 
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